ランダム充塡の新しいシミュレーション法 (統計数理研究所 研究活動 (平成３年度 研究報告会要旨)) by 種村 正美 & Masaharu Tanemura
86 統計数理 第40巻 第1号 1992
           ランダム充填の新しいシミュレーション法






















                  参考 文 献
Tanemura，M．（1992）．Mode1sandsimu1ationofrandomstructureofpartic1es，λc肋∫≠m〇五，11／Suppl．
  1，41－52．
                  ヒトの成長解析
                                    金 藤 浩 司
 ヒトの成長解析における研究は，横断的資料に基づくもの，縦断的資料に基づくもの，その両方を合
わせ持つものがある．本研究では縦断的資料に基づき個体の成長解析を行っている．
 成長解析にあたっては生物学的に意味づけ可能な成長母数を含む非線形成長模型を導入し，各個体の
身最データヘあてはめ，個体成長の特徴づけを行っている．成長模型を導入して成長解析を行う利点と
して，測定時点の異なる個体間の比較が成長母数の比較として可能であり，経験的ベイズ手法による成
長予測へと応用できる等の点が挙げられる．
 各個体を成長の特性点（思春期発現時年齢，思春期最大伸び量昨年齢，6歳時身長等）でグループ分け
することにより，集団としての特徴づけを行っている．6歳時身長により便宜的に4つのグループに分け
た場合，6歳時身長が高いほど最終身長が平均母数成長曲線の観点から高くなっていることが分る．この
情報はある年齢までの測定値しか持たない個体のそれ以降の成長過程を予測する場合において事前情報
として用いることが可能である．
